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ラ
グ
ビ
ー
界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
i

新
日
鉄
釜
石
の
松
尾
監
督
が
来
町
。
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入
っ
て
ス
ク
フ
ム
σ〉
指
導

ヘ
ト
ラ
イ

ラ
グ
ビ
ー
日
本
選
手
権
で
連
続
V

6
に
輝
い

た
新
日
鉄
釜
石
の
松
尾
雄
治
監
督
ガ
、

3
月
白

日
に
当
町
を
訪
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導

と
講
演
を
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
町
ガ
町
制
施
行
初
週
年
を
記
愈
し

て
、
町
の
出
身
者
の
多
く
が
活
躍
し
て
い
る
な

ど
H

人
的
怠
つ
な
ガ
り
H

の
強
い
岩
手
県
釜
石

市
に
友
好
都
市
の
縁
結
び
を
働
き
か
け
て
い
だ

こ
と
か
ら
、
釜
石
市
と
新
日
鉄
釜
石
製
鉄
所
の

協
力
で
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
疋
も
の
。

当
日
は
、
午
後
3
時
半
か
ら
町
民
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
蛭
谷
ラ
グ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

や
魚
津
市
の
ラ
グ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
指

導
。
全
日
本
の
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ

l
姿
の
松

尾
監
督
み
ず
か
ら
子
供
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
だ
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
パ
ス
や
ド

リ
ブ
ル
の
練
習
方
法
を
伝
授
す
る
芯
ど
熱
山
に

指
導
。
ま
た
、
午
後
7
時
か
ら
町
中
央
農
協
会

館
で
ー
ラ
グ
ビ
ー
わ
ガ
人
生
」
と
題
し
て
講
演
。

指
導
の
時
と
打
っ
て
変
わ
つ
だ
リ
ラ
ッ
ク
ス
ム

ー
ド
で
、
ユ
ー
モ
戸
た
っ
ぷ
り
に
話
し
、
会
場

に
押
し
寄
せ
た
聴
衆
を
大
い
に
笑
わ
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
松
尾
監
督
は
、
当
町
と
釜
石
市

と
の
友
好
都
市
縁
結
び
の
懸
け
構
役
と
し
て
、

大
い
に
サ
ー
ビ
ス
し
帰
国
さ
れ
だ
。

4

司
「一
践
を
下
げ
な
い
で
」
「
一
、
二
、
三
ぞ
れ
／
』
と
ス
ク
ラ
ム
の
指
導

H
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担盟主砲喧
X誕3正反η 議会だよ

第
1
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
（
3
月
）
よ
り

今
期
定
例
会
か
ら
事
前
通
告
制
を
採
用

日
年
度
当
初
予
算
な
ど
犯
繊
案
を
可
決
・
承
偲
・
同
意

昭
和
臼
年
の
第

l
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

3
月

9
日
か

ら

3
月

M
日
ま
で
、
会
期
を
同
日
間
と
し
て
開
会
し
、
本
会
議

な
ら
び
に
各
常
任
、
特
別
委
員
会
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
、

昭
和

臼
年
度
の
朝
艮
町
一
般
、
特
別
、
事
業
会
計
予
算
及
び
条
例
制

定
な
ど
、
お
議
案
が
原
案
の
と
お
り
、
可
決
、
承
認
、
同
意
、

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
請

願

4
件
、
陳
情

2
件
に
つ
い
て
は
、

件
、
審

議

未

7
1件
の
決
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
審
査
5

常
任
委
員
長
報
告

』司質
問
は
一
人
一
人
ガ
宣
濁
し
て

2 
ら
れ
た
い
。

学
校
火
災
に
備
え
、
重
要
新

を
保
管
す
る
耐
火
轡
療
等
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
学
校
も
見
受
け
る

の
で
、
設
置
方
に
鋭
意
努
力
さ
れ

た
し
。

社
会
教
育
の
充
実
を
図
る
と
共

に
若
者
定
住
施
策
の
一
環
と
し
て
、

各
地
域
に
お
け
る
青
年
、
各
種
団

体
等
が
企
画
す
る
「
魅
力
あ
る
行

事

・
活
動
」
に
対
し
、
助
成
制
度

を
前
向
き
に
検
討
さ
れ
た
い
。

企
業
誘
致
等
の
施
策
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
当
町
の
恵
ま
れ
た
自

議曜寓
羽
町
内議麟繍滋可

占
姐
品
目

駕
也
民

却
論

軍国偽
銀
総怒

沼
国
内

提
訴議問M

a
 

滋
岨
担
爽繍

総
務
教
育
委
員
会

線

付
託
業
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

綴

れ
原
案
の
と
必
り
可
決
す
べ
き
も
の

鍛

と
決
し
ま
し
た
。

機

なわね、

審
査
の
過
位
に
お
い
て
次

鰍

の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

機

l

学
校
内
に
お
け
る
不
十
分
な
管

麟

理
を
要
因
と
す
る
死
亡
事
故
が
、

臨

問
題
に
な
っ
て
い
る
祈
り
で
も
あ

関

り
、
当
町
の
各
小
・中
学
校
に
対
し
、

獄

人
事
、
施
設
な
ど
の
管
理
を
徹
底

隠

し
、
不
慮
の
事
故
の
防
止
に
努
め

M
X
 

援護制
網

混
同
品

問
制緩滋難M

’

匂

g
m

l
Jv
h

、

暗
据

1
1
J

ua寓議議議鰍
産
業
建
設
委
員
会

餌

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

鴎

れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
す
べ

臨

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

関

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、

獄

次
の
要
望
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

蹴

l

消
雪
装
置
の
町
単
事
業
施
工
に

関

あ
た
り
、
地
下
水
の
渇
水
問
題
や

跡

地
盤
沈
下
等
の
問
題
点
を
十
分
に

繍

調
査
し、

電
気
料
金
等
の

一
部
地

獄

・花
負
銀
問
題
及
び
積
雪
何
ノ
ー
ト

餓

ル
以
上
の
雇
般
宮
降
し
な
ど
に
対

翻

す
る
補
助
制
度
等
の
試
案
を
次
の

際

6
月
定
例
議
会
ま
で
に
作
成
さ
れ

銀
総諮問

た
い

綴

2

郎
市
計
画
悦
の
諜
鋭
を
前
向
き

厳

に
倹
討
さ
れ
た
い
。

綴

3

鉄
工
団
地
の
遊
休
地
と
宮
崎
の

鰍

観

光
地
を
有
機
的
に
結
ぶ
、

2

附
蹴

V渦摂
誕滋議議担

民
軍国民

M
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お滋冒
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M
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延
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3 4 
的
な
地
策
を
鴻
ぜ
ら
れ
た

い
．

4

他
用
途
利
用
米
の
政
府
買
入
れ

価
絡
と
生
産
者
米
価
の
差
額
を
町

単
で
助
成
す
る
な
ど
、
積
極
的
な

然
環
境
を
生
か
し
て
、

観
光
等
の

ゆ
・長
期
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、

公
害
や
汚
染
の
な
い
住
み
よ
い
朝

日
町
の
将
来
を
展
望
す
る
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ま
れ
た
い
J

5

通
勤
・
通
学
者
め
利
便
性
を
図

る
見
地
か
ら
、
駅
周
辺
で
の
公
営

駐
車
場
の
早
期
実
現
に
向
け
、
鋭

意
努
力
さ
れ
た
い
。

摘
願
の
「
大
引
間
桜
税
導
入
反
対

に
つ
い
て
」
は
、
諸
般
の
状
況
を
勘

案
の
？
え
、
継
続
得
伐
に
す
べ
き
も

の
と
決
し
た
品
川
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
案
件
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
め
と
わ
ね
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
事
官
盆
の
過
胞
に
お
い
て
、

次
の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

し
尿
汲
取
り
料
金
の
値
上
げ
に

つ
い
て
は
、
時
桜
市
町
村
の
動
向

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
業
者
か
ら

農
業
地
策
を
泌
ぜ
ら
れ
た
い
。

必
断
刊
の

「
朝
日
小
屋
の
改
築
に
つ

い
て
」
及
び
「
消
雪
地
設
の
設
置
に

代
表
・
・・園田

般
質
問
の
中
か
ら

今
期
定
例
A
広
か
ら
、
代
表
質
問

と

一
般
質
問
の
質
問
事
項
が
事
前

通
告

制

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
質
問
、

答

弁

t
も

演
壇

に
登
壇
し
て
発
言
す
る
・
』

t
に
な

り
ま
し
た
。

3
月
定
例
会
で
は
、
同
名
の
議
員

か
ら
刊
件
の
質
問
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介

し
ま

す
。

公
徳
心
の
高
揚
を

社
会
教
育
等
で
努
力

質

問

最

近
、
成
人
式
等
に
出
席
す

る
青
年
諸
君
の
公
共
施
設
等
に

対
す
る

み
モ
ラ
ル
e

の
低
下
が

著
し
く
、

学
校
教
育
及
び
社
会

教
育
等
に
わ
ね
い

て
、
八
ム
信
心
の

育
問
偽
を
図
る
地
策
を
充
実
す
る

考
え
が
な
い
か
、
お
尋
ね
い
た

し
ま
す
。

終
弁
教
育
は
、
人
間
と
し
て
の
健
、

体
、
知
の
調
和
を
目
指
し
、
学

校
教
育
と
社
会
教
育
が

一
体
に

な
リ
、
補
完
的
に
進
め
る
こ
と

が
大
切
で
、
自
由
と
権
利
の
主

張
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ

以
上
に
責
任
と
義
務
を
重
悦
し

て
、
公
徳
心
を
伸
ば
し
、
公
の

立
場
に
立
っ
た
時
と
、
個
人
の

立
場
に
あ
る
時
の
区
別
を
つ
け
、

公
共
物
を
大
切
に
し
、
社
会
生

活
に
お
い
て
迷
惑
を
掛
け
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、

社
会
教
育
等

で
公
聴
心
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に

努
力
い
た
し
ま
す
。

朝
日
中
学
校
の
プ
l
ル

切
年
度
に
用
地
取
得
を

質

問

昨

年

の

ロ

月
議
会
に
提
出
さ

れ
た
朝
日
町
総
合
計
画
実
地
計

画
書
で
は
、
朝
日
中
学
校
プ
ー

ル
の
建
設
用
地
取
得
が
臼
年
度

に
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

日
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答
弁
制
日
中
学
校
の
プ
｜
ル
往
設

用
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
朝

日
町
開
発
公
祉
の
印
年
度
事
業

と
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
し
て

質
問
県
単
事
業
の
無
古
街
づ
く
り

事
業
の

一
環
と
し
て
、
消
吊
勺
笈

置
が

一
部
の
主
要
道
路
に
設
置

さ
れ
て
わ
お
り
ま
す
が
、
今
後
、

町
単
事
業
と
し
て
設
置
の
治
則

や
陳
情
等
が
あ
っ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
に
対
処
さ
れ
る
の
か
、

ま
た
、
受
益
者
負
担
問
題
等
も

ど
の
よ
う
に
考
え
て
わ
ね
ら
れ
る

の
か
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答
弁
道
路
に
対
す
る
消
雪
装
置
の

効
果
が
非
常
に
高
い
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
今
冬
の
豪
雪
で
立

』

証
さ
れ
た
と
わ
ね
り
で
、
各
地
区

か
ら
多
く
の
要
望
を
受
け
て
わ
ね

リ
ま
す
．
し
か

し

、

地

下

水

の

O

制
定
し
た
も
の

無
秩
序
な
ぬ
水
は
、
地
下
水
位

・
例
日
町
政
休
総
合
利
用
地
設
使
用

の
低
下
を
も
た
ら
し
、
生
活
用
地

料

条

例

下
水
の
欠
卵
、
地
盤
沈
下
の
誘
因

・
例
日
町
山
村
広
場
ぷ
置
条
例

に
な
る
わ
ね
そ
れ
も
あ
り
、
地
下

一
部
改
正
し
た
も
の

水
量
の
凋
倉
に
よ
る
安
全
似
水

・
－
制
日
町
職
円以
定
数
粂
例

祉
の
緩
認
が
先
決
と
考
え
ま
す
・

－
制

H
町
波
会
議

H
の副報
酬
及
び
仰H

ま
た
、
維
持
管
埋
費
用
の

受

用

弁

償
等
に
附
す
る
条
例

提
出
さ
れ
る
算
出
基
準
等
の
内
容

を
分
析
す
る
と
と
も
に
実
態
を
よ

く
把
握
し
、
業
者
の
立
場
と
利
用

者
の
立
場
を
総
合
的
に
勘
案
し、

当
町
の
実
状
に
合
っ
た
料
金
値
上

げ
に
、
十
分
な
配
意
を
さ
れ
た
い
。

2

老
人
保
健
法
施
行
に
あ
た
り
、

予
防
行
政
等
の
円
滑
な
執
行
を
図

る
見
地
か
ら
、
現
機
構
の
見
直
し

を
検
討
さ
れ
た
い
。

3

A

t
期
定
例
会
に
上
位
・
中
の
納
正

予
算

（第

7
号
）
に
わぬい

て
、
以

負
判
金
の
減
額
計
上
で
適
疋
さ
を

欠
く
．曲
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

今
後
、

卜
分
配
意
さ
れ
た
い
。

4

現

十
位
、
的
病
院
の
体
質
改
善
地

仲
泌
を
楠
極
的
に
推
し
進
め
て
お
・
句

れ
る
が
、
地
減
住
民
の
倍
舶
に
応

え
う
る
公
立
病
院
と
し
て
、
今
後

の
医
療
体
制
等
の
中
期
計
画
を
9

月
定
例
議
会
ま
で
に
作
成
さ
れ
た

陳
情
め

「
国
立
病
院
、
療
養
所
め

存
続
に
つ
い
て
」
は
、
諸
般
の
状
況

を
勘
案
の
う
え
、
継
続
事
官
官
穴
に
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
旨
、
報
告
さ
れ
ま

つ
い
て
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
諸
般
の
状

況
等
を
勘
案
の
？
え
、
継
続
審
資
に

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
旨
、
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

－U

お
り
ま
す
。

消

雪

装

置

地
下
水
量
の
調
査
が
先
決

E

－xonu 

－
強
会
だ
よ
り
＠

審

穣

日

程

3
月

9
日

開
会

（会
期
決
定
、
提

案
理
由
の
説
明
）

本
会
議

（滋
案
説
明
）

休
会

本
会
議

（議
案
説
明
｝

本
会
議

（議
案
説
明
、

質
疑
）
全
員
協
議
会

休
会
（
議
会
運
営
委
員

A
E）
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3 3 3 3 
月月 H H 
I3 I2 I I IO 
日日日日

3
月

H
日

3
月
日
目

3
月
刊
日

3
月
げ
日

休
会

休
会

本
会
議

（
質
疑、

代
表

質
問
、

一
般
質
問
）

委
員
会

（北
陸
自
動
車

道
対
策
特
別
委
員
会
）

休
会

委
貝
会

（環
境
厚
生
委

員
会
）

休
会

委
日
会

（環
境
厚
生
委

員
会
、
麗
業
建
設
委

U

A
Z）

 

委
貝
会

（総
務
教
育
委

貝
会
）

休
会

本
会
議
（委
員
長
報
告
、

質
疑
、
討
論
、
表
決
）

閉
会

3 3 
月月
I9 I8 
日日

3
月
初
日

3
月
幻
日

3
M
n日

3
月
幻
日

3
Hバ
剖
日

可
決
さ
れ
た
も
の

..... ・・＿，....砂砲事祖虚

－
制
円
町

一
般
会
計
予
算

（
羽
憶
8

子

7
百
日
万

8
千
円
）

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

．

予
算

（
6
億

7
千

5
百

ω万
5
千

円）

一
・
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別

一

一

会
計
予
算

（
9
億

9
千
4
百
お
万

同

円
）

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

－

笹
川
診
療
所
特
別
会
計
予
算

（
9
・

百
凶
万
4
千
円
）

－
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
地
設

宮
崎
珍
療
所
特
別
会
計
予
算

（
7

百
犯
万

9
千
円
）

－
朗
自
町
国
民
健
康
保
険
診
療
総
訟

成
診
療
所
特
別
会
計
予
算

（
l
千

6
百

3
万
円
）

－
帆
日
町

mu勿
水
道
特
別
会
計
予
算

（

2
千
9
6
6
万
4
千
円
）

－
制
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特
別

会
計
予
算

（
3
百
肝
万

3
千
円
）

・
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会
計

予
算

（
ロ
万

4
千
円
）

－
朝
日
町
保
健
文
化
貨
基
金
特
別
会

計
予
算

（
幻
万

9
千
円
）

－
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
予
算

（
げ
憶

9
千

9
百

6
万
円
）

条

例

＠蹟会だより
a~ 



；猿猿渡議議議議

益
者
負
担
制
度
に
つ
い
て
も
慎

重
に
検
討
い

た
し
ま
す
。

実
践
教
育
の
導
入
を

券
推
進

目
的
と
し
、
汗
を
流
し
て
物
を

作
っ
た
リ
創
造
す
る
な
ど
、
働

〈
嘗
ぴ
を
学
ぶ
朝
日
町
独
自
の

実
践
教
育
を
採
用
す
る
考
え
が

な
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

弁

今

日

の

教
育
は
、
盟
か
な
人

間
性
を
開
発
し
、
心
身
共
に
た

く
ま
し

い
児
童

・
生
徒
の
育
成

を
図
ら
ね
ば
な
リ
ま
せ
ん
。

新
年
度
に
は
、
園
、
県
の
指

定
を
受
け
．

勤
労
体
験
学
科、

生
徒
指
湾
、
道
徳
教
育
、
体
力

餓

向
上
な
ど
を
、

地
放
ぐ
る
み
の

続

教
育
を
重
悦
し
な
が
ら
推
進
し

鰍

た
い
と
考
え
て
わ
ね
り
ま
す
。

側
面
相
似
町
叫
帆
相
町

議

－l
l
a－

－

BE
l
l
i－
－

l
il－
－

側
一

第
2
期
の
方
針
を
堅
持

議

f
i
l
l－
－

I
l
l
1
1
1
11
l

鴎

質
問
新
年
度
か
ら
始
ま
る
第

3
期

臨

水
図
利
用
再
制
対
策
本
業
の

一

般

環
で
あ
る
転
作
奨
励
作
物
に

つ

闘

い
て
、
町
単
の
助
成
を
考
え
て

鴎

お
ら
れ
な
い
か
、

お
聞
か
せ
願

際

い
ま
す
。

館

答
弁

新
年
度
か
ら
の
第

3
期
木
間

続

利
用
再
編
対
策
に
つ
い
て
は
、

眠

法
本
的
な
考
え
と
し
て
、
第
2

湖
町

……
 熊

M
局
次怒出お山一

一
m

ぽ

句
禍滋

行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

M
H
 

疑問宮内
軒
町
内

M
K

h
i
I
l
l
i
t－
－

E
t
i
l
i
l－
－

1111111111111 

車
前

『

4

側
一
観

光

の

答

申

一

波

『1
1
1
1
I
ll
i－
－

－

－

－

I
l
l
i－
－

i

mm
一
今
後
の
調
査
・
研
究
を
待
っ
て

一

議

f
l
I
l
l
i－
－

I
l
l
i－
－

L

綴

質

問

昨

年

の
4
月
に
商
工
観
光
謀

総

が
新
設
さ
れ
る
と
共
に
「
朝
日

滋

町

の
観
光
を
与
え
る
加
入
委

総

員
会
」
が
組
織
さ
れ
て
か
ら

縦

約
1
年
間
経
過
い
た
し
ま
す

燃

が

そ

の

間
に
お
い
て
、
当
町

般

の
地
形
、
風
土
に
マ

ヅ
チ
し
た

mm

訓
新
な
小
問
符
ゆ
が
な
さ
れ
て

淑

い
る
と
す
れ
ば
、
む
聞
か
せ
刷

M

災

、．

包
括

しv
f
v
l
w

u災総

答
弁

「朝
日
町
の
観
光
を
考
え
ゐ

mm

m
人
委
口
会
」
の
中
間
鰍
行
に

mm

つ
会
ま
し
て
は
、
昨
年
の
は
川

mm

定
例
会
に
お
い

て、

町
長
か
ら

開制

緩
行
さ
れ
た
と
お
り
、
そ
れ
ぞ

U
M

4
 

mm

れ
の
具
体
的
な
施
策
の
内
容
等

綴

に
触
れ
て
い
な

い
の
で
、
今
後

燃

の
調
査
・
研
究
結
果
を
待
っ
て
、

間協

議
会
の
J
審
議
を
賜
り
た

い
と

撚

思

っ
て
お
り
ま
す
。

V
A

K

 

M

V
A
 

堅次
世
紡

UAり

地
元
と
充
分
に
協
議

保
育
児
童
減
少
対
策

よだ会

質

問

当

町

の

保
育
惜
誼
児
童
数
が

議

毎
年
減
少
し
て
い
る
の
に
、
必

過
白
州
が
大
き
く
．
町
民
に
付

し
P

R
を
す
る
と
共
に
保
育
行

l'.'()!l( 
)(l(，ば災

期
水
図
利
用
再
編
対
策
の
方
針

を
堅
持
し
、
転
作
定
着
化
奨
励

補
助
金
等
を
助
成
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。

旧
泊
中
学
校
の
跡
地

文
教
施
設
に

質
問

旧
泊
中
学
校
の
跡
地
を
、
将

米
ど
の
よ
う
に
有
効
活
用
さ
れ

る
の
か
、

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答
弁
旧
泊
中
学
校
の
跡
地
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
教
育
セ
ン
タ
ー

及
び
社
会
教
育
団
体
が
活
用
し

て
お
り
ま
す
が
、
将
来
、

青
少

年
の
集
団
宿
泊
研
修
を
中
心
と

し
た
文
教
随
設
等
に
利
用
で
き

な
い
か
と
検
討
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

黒
里
川
を
2
級
河
川
に

準
用
河
川
の
指
定
を

質
問

月
山
、

倍
野
、

赤
川
の
各
地

区
を
流
れ
る
虫
…
竪
川
を
、
燥
の

2
級
河
川
に
昇
絡
す
る
よ
う
、

県
に
陳
情
す
る
考
え
が
な
い
か

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答
弁
当
面
は
、
関
係
機
関
と
協
議

し
、
準
用
河
川
と
し
て
の
指
定

を
早
急
に
行
い

、
河
川
の
維
持

管
理
を
し
た
い
と
考
え
て
わ
ね
り

ま
す
。
ま
た
、
手
続
的
に
も
、

ま
ず
準
用
河
川
と
し
て
認
定
し

政
の
今
後
の
対
応
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
、

お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

答
弁
保
育
所
の
措
置
児
童
数
が
、

毎
年
減
少
し
て
お
り
、
超
過
負

担
が
得
額
と
な
っ
て
い
る
笑
態

や
保
育
料
に
つ
い
て
、
保
議
者

の
理
解
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
今
後
、

3
歳
未

満
児
及
び
障
害
児
保
有
等
に
つ

い
て
も
被
極
的
に
取
り
組
む
と

共
に
小
規
棋
保
育
所
の
統
合
や

改
築
を
契
機
と
し
た
統
合
な

ど
、
今
後
と
も
地
・
厄
と
充
分
に

協
議
を
屯
ね
．
円
滑
な
保
行
行

政
の
運
営
に
努
め
た

い
と
考
え

て
お
リ
ま
す
供

新
庁
舎
の
建
設

町
内
調
達
等
を
指
導

質

問

新

庁
舎
建
設
工
事
の
尭
注
に

際
し
、
地
元
業
者
を
優
先
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
も
し
、
そ

れ
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
地

元
労
務
者
の
雇
用
、
建
設
資
材

等
を
地
元
で
調
達
す
る
よ
う
行

政
指
場
を
す
る
身
、
え
か
な
い
か
、

お
聞
き
い
た
し
ま
す
．

符

弁

町

の

連
投
工
恨
の
発
伐
に
つ

き
ま
し
て
は
、
従
米
と
も
町
内

業
者
優
先
の
原
則
を
第

一
袋
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
リ
ま
す
＠

し
か
し
、
高
度
な
校
術
と
力

量
を
婆
す
る
大
規
悦
工
事
は、

た
う
え
、

2
級
河
川
と
し
て
知

事
に
申
請
し
て
、
認
可
を
得
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

町
通
拡
幅
改
良
に
つ
い
て

用
地
の
同
意
が
得
ら
れ
次
第

質

問

若

ぷ

町

か
ら
品川
水
町

へ
抜
け

る
町
道
の
拡
幅
改
良
工
占
中
等
の

完
成
時
期
は
、
い

つ
ご
ろ
に
な

る
か
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

答
弁

町
道
の
若
草
町
・

清
水
町
線

の
改
良
計
画
に
つ
い
て
は
、
全

体
計
画
を
も
と
に
用
地
交
渉
を

行
い
、
了
解
を
得
た
所
か
ら
改

良

・
舗
装
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、未
改
良
区
間
に
つ
い
て
は
、

用
地
買
収
の
同
意
が
得
ら
れ
次

第
、
改
良
工
事
等
に
世
相
手
し
た

い
と
々
え
て
お
り
ま
す
。

小
学
校
の
改
築

社
会
情
勢
を
踏
ま
え
柔
軟
に

質

問

昭

和

白

年

第

2
次
学
教
務

か
ら
3
校
案
と
い
う
万
針
が
終

申
さ
れ
て
か
ら
、
7
年
余
り
が

経
過
し
て
お
り
、
住
民
の
方
々

と
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
等
の
諸
問

題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
各

小
学
佼
の
建
物
の
老
桁
化
が
著

し
い
こ
と
で
も
あ
り
、
統
廃
合
等

も
含
め
た
今
後
の
教
育
万
引
引
を

町
外
の
大
手
業
者
を
加
え
た
餓

争
入
札
に
よ
り
発
注
い
た
し
て

わ
ね
り
ま
す
。
新
年
度
か
ら
の
弟

子
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
新
庁

合
総
設
事
業
は
、
そ
の
重
要
性
や

工
事
の
規
模
か
ら
い
た
し
ま
し

て
、
ま
さ
に
朝
日
町
発
足
以
米
の

大
事
業
で
あ
り
、
や
は
り
過
去
の

大
事
業
の
前
例
の
ご
と
く
、
町

外
の
大
手
業
者
を
加
え
た
発
・
注

十
刀
法
が
品
取
も
適
切
で
は
会
い
か

と
々
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
来
、
似
リ
に
町
外
業

者
が
受
犯
す
る
こ
と
に
公
勺
て

も、

資
材
等
は
可
能
な
限
り
町

内
で
刷
州
述
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん、

ド
的
工
小
は
特
殊
な
も
の

を
除
き
、
全
．
向
的
に
町
内
業
行

を
利
用
す
る
こ
と
な
ど
．
町
と

し
て
品
川
力
に
桁
符
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
わね
り
ま
す
。

冬
期
の
河
川
改
修
回
避
を

関
係
機
関
に
働
き
か
け
る

質
問
今
冬
に
あ
い
て
、
脱
則
及
び

ヂ
柳
地
区
で
は
降
雪
に
よ
る
水

山
ご
い
か
た
び
た
び
あ
り
、

何
川
改

はゅ
の
た
め
、
河
川
に
水
が
少
ほ

し
か
流
れ
な
い

こ
と
が
大
き
な

張
附
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
河

川
改
修
は
械
官
時
期
を
避
け
る

よ
う
関
係
機
関
等
へ
働
き
か
け

る
考
え
が
な
い
か
、
お
聞
き
い

た
し
ま
す
。

答
弁

りに 県こ た の流りで
ま働土のわ方水、河今
す き木よけ々をこ 川王手
。か事うで に 制 れ 工 の
け務なあご限ら事降
た 所 こり迷しが が古
い 等とま 惑 、 原 笑 時
とののすを下困 地則
考聞ながお流でさに
え係い、 か の 河 れ 数
て 機よ 今 け住川 てか
必関 う 後し t~ のお所

すて筈
る権 回司
た嫌 ヲE

め謙 三E
意委 ？？
見員 xi
を候 一一
求補 I~
め者i .. 

るを τコ
件ぎ の
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質
問

当
町
の
H

必
併
産
業
で
あ
る
農

業
は
、

第
3
期
水
田
利
期
尚
制

対
策
の
転
作
事
業
の

一
環
と
し

岨

て
、
他
刷
途
利
朗
本
制
度
が
得

入
さ
れ
．
今
年
度
は
、
当
町
に

1
9
7
5
件以
と
い
う
他
用
途
利

‘

用
米
が
諜
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す

・
健
保
似
険
制
度
改
正
以
刈
に

つ
い

が
、
当
町
独
自
の
助
成
制
度
を

て

他
市
町
村
に
先
が
け
て
導
入
す

i

t
f
t
！
1
151L

る
考
え
が
な
い
か
、
お
聞
き
い

も

1
ss
’Be
l－
E
E
ES
Et
t

た
し
ま
す
。

門

回

答
弁
他
用
途
利
用
米
の
助
成
に
つ

同
議

会

の

川

語

解

説

一

い
て
は
‘

新
年
度
の
県
予
算
案

．

に
計
上
さ
れ
て
わ
ね
り
ま
す
の
で
、

。
定
例
会

付
岬
械
が
件
の
布
鉱
山
に
か

町
も
、
し
か
る
べ
き
対
応
を

い

か

わ
ら
ず
、
定
例
的
に
抑

た
し
た
い
と
考
え
て
必
り
ま
す
。

仙刑
さ
れ
る
会
織
で
あ
リ
、

ま

た

．

以

下

の

市

町

村

に

先

毎

年

、

4
刷
以
内
に
必
い

が

け

て

の

助

成

制

度

は

で

き

な

て

条

例

で

定

め

る

凶

数

｛当

－

い
と
思
っ
て
お
リ
ま
す
が
、

他

町

の
場
介
は
4
川
）
抑
集

の
市
町
村
並
に
善
処
い
た
し
た

さ

れ

る

。

い
と
考
え
て
お
り
ま
す

お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答

弁

今

後
の
小
学
校
問
題
に
つ
い

て
は
、
昭
和
臼
年
に
第

2
次
学

教
審
か
・
句
、
複
式
学
級
に
な
る

小
規
模
校
の
解
消
と
泊
小
学
校

の
大
規
慌
化
を
な
く
す
る

4
っ
、

3
校
案
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る

と
の
答
申
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
児
戒
め
推
移
と
社
会
状

勢
の
変
化
を
見
な
が
ら
、

柔
軟

な
対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

墓

地

公

園

ω年
以
降
に
用
地
を

質
問
昭
和
凶
年
度
の
当
初
予
算
に

墓
地
公
鴎
調
査
委
託
料
が
計
上

さ
れ
て
わ
ね
り
ま
す
が
、

具
体
的

な
設
置
州
場
所
並
び
に
何
区
画
を

予
定
し
、
笑
地
時
期
は
い

つ
頃

に
な
る
の
か
、
お
聞
か
せ
願
い

た
L

．

答
弁

基
地
公
閣
の
設
置
に
つ
き
ま

し
て
は
、

要
望
も
高
ま
っ
て
お

り
、
新
年
度
に
苓
地
公
園
な
本

織
想
計
画
を
策
定
し
た
い
と
考

え
て
わ
ね
リ
ま
す
。
場
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、

墓
地
公
聞
と
し
て

の
聖
地
に
ふ
さ
わ
し
い
安
ら
ぎ

の
得
ら
れ
る
環
境
で
、
交
通
の

利
便
性
む
勘
案
し
、
市
街
地
に

近
い
丘
陵
地
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
昭
利

ω年
度
以
降
に
用
地
取
得
等
を

他
用
途
利
用
米
の
助
成

し
か
る
べ
き
対
応
を

－
削
明
日
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の

給
料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
費
支

給
条
例

－
朝
日
町
教
訓
日
香
川
会
教
拘
川
氏
の
給

料
そ
の
他
の
給
与
及
び
旅
仰
同支
給

条
例

－
納

H
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
帰

に
閲
す
る
条
例

・
制
け
町
簡
易
水
道
条
例

・
道
路
市

m料
条
例

－
朝
日
町
立
公
民
館
設
置
条
例

強会だより＠

昭
和
回
年
度
補
正
予
算

－
籾
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

7
号
）

・
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算

（第
2
号
）

・
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算

（第
4
号
）

． 
不
動
産
め

器他
i刻
す
る
｛牛

そ

の

承
寵
さ
れ
た
も
の

－
地
万
自
治
法
第
問
条
に
よ
る
市中
決

処
分
の
件

。
昭
和
問
年
度
朝
日
町

一
般
会
計

補
正
予
算

（第

6
号
－

同
意
さ
れ
た
も
の

－
朝
日
町
固

定
資
産
評

価
審
査
委

只
会
の
委

い
”
を
選
任

ー調。．”・・・蜘，·~

す
る
た
め
川
立
を
求
め
る
件

輩
”
目
覚
平

（“
愈
）

三
枚
傭

1

4
0

’‘ ... ，胸伺也、骨 量圃凶同

調
願
・
陳
情

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

『
．
川
T
，
地
川
仙
の
壮
一必
に
つ
い
て

－
例
日
小川
町
の
改
染
に

つ
い
て

酬
・
大
川
仁
川
出
M
M
悦
得
人
以
付
に

つ
い
て

－
同
立
術
院
、
療
薬
一
附
の
有
紘
に

つ

い
て

・
北
附
’
川
動
恥
泊
の
河
川
悦
枚
印
刷
に
つ

い
て審

議
未
了
と
な
っ
た
も
の

‘.. 

－
強
会
だ
よ
り

＠民
．d
広
U
Q
d
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§事＠
おらもどさる

私の名前r~ 「フンちゃん」です。

ほんとうは「ヒロミ」だけと＼ま

だdえないのです。

：肱！みうまく：仕えないけど.rめだ

かのう1：必」と r1 .，：； ；；~J がとくいで夢 。

「／＼アア～」

紛！日町山崎山崎稔さん長女柿

美さん （昭和56年 8月28日生れ）

お父さん．お母cん。お子さんの

写真に簡単な紹介文を付けて．役湯

総務課まで送ってください。

大
学
に
劣
ら
な
い

診
療
体
制
の
確
立
を
ノ
・

長
年
泊
病
院
の
院
長
と
し
て
、
地

域
医
療
に
氏
献
さ
れ
た
、
柳
沢
院
長

が
伯
引
退
さ
れ
、
そ
の
後
任
と
し
て
山
a

野
議
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
回
は
、
中
野
新
院
H
K
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

中
野
院
長
は
、
昭
和
同
年

6
丹
生

れ
の
刊
歳
。
出
身
は
、
東
京
都
。

昭
和
的
年
3
月
に
新
潟
大
学
医
学

部
を
卒
業
さ
れ
、
静
岡
労
災
病
院
、

新
潟
大
学
医
学
部
助
手
を
経
て
、
昭

和
臼
年
日
月
か
ら
富
山
医
科
薬
科
大

学
第
3
内
科
に
勤
務
さ
れ
、
こ
の

4

月
か
ら
泊
病
院
の
院
長
に
就
任
。

な
ぜ
医
者
と
い
う
職
業
を
選
ん
だ

の
か
尋
ね
る
と
、

「特
に
強
い
喫
由
は

な
い
の
で
す
が
、
小
学
生
時
代
に
試

験
管
で
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
を
作
つ

郷土誌編さん委員会

犯
と
ま
を

n
削

静
こ
T

“MP
4J
司容
v
t
y
E
』
同
川

喜
J
4
1

ド
新
川
郎
史
縞
を
小
肢
と
し
た
「
大

家
陀
郷
土
山
山
崎
」
が
昭
初
8
年
に
先
行

さ
れ
て
か
・
句
、
も
－

7m年
を
経
過
し
、

ほ
と
ん
ど
が
散
逸
し
て
い
ま
し
た
“

－
｝
れ
を
悲
し
ん
だ
川
上
前
大
家
小
川

公
民
館
長
が
「
昭
和
8
年
に
発
行
さ
れ

た
郷
土
誌
を
、
コ
ピ
ー
で
も
以
い
か
ら

再
発
行
し
て

L
ら
い
た
い

』
と．
袋
唱

し
て
辺川
町
さ
れ
ま
し
た

し
か
し
、ガ
リ
版
刷
の
た
め
、
あ
ま

た
印
象
が
脳
裏
に
銭
っ
て
い
ま
す
。

大
人
に
な
っ
た
ら
フ
ラ
ス
コ
で
作

っ
て
み
た
い
と
思
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
』

｝

と
の
こ
と
。

ト

ま
た
、
「
な
ぜ
内
科
医

凶
酔
砂

に
」
と
尋
ね
る
と
、
「幼

一

ツ

少
の
こ
ろ
は
、
母
線
が

宮
内
十

話
せ
る
の
か
心
配
し
た

M
M

は
ど
の
無
口
だ

っ
た
ん

〓

で
す
。
現
在
も
そ
の
名

｛

伐
リ
が
あ
り
ま
す
け
ど

：：
。
そ
れ
で
、

医
学
部
の

こ
ろ
、

い
ろ
ん
な
人
と
対
話
で
き
る
の
は
内

科
が
最
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
考
え

た
か
ら
な
ん
で
す
じ

そ
こ
で
、
．
泊
病
院
に
渚
任
さ
れ
た

現
夜
の
心
岐
を
尋
ね
る
と
、
「
大
尚
子
で

の
生
活
か
ら
離
れ
ホ
ッ
と
し
て
い
ま

リ
鮮
明
で
は
な
く
、
コ

ピ
ー
よ
り
活

版
印
刷
の
方
が
良
い

の
で
は
と
い
7

声
が
強
く
、
し
か
も
、
ど
う
せ
印
刷

す
る
の
な
ら
、
続
過
し
た
印
年
分
も

調
交
し
、
掲
載
し
よ
う
と
い
・
7

こ
と

に
な
リ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昭
和
臼
年
か
ら
準
備
を

始
め
、
大
家
住
郷
土
誌
編
さ
ん
委
H

会
〔
編
集
キ
任
野
村
久
四
（
公
民

館
長
）、
編
集
委
民
林

一
級
（
農

協
指
持
議
長
）、弓
野
良
二
｛
公
民
館

主
事
｝、
白
井
久
也

（公
民
館
書
記
乙

を
設
け、

O
発旧
制
調
査
が
語
る
し人
・双

山
の
朕
史
、

0
£
部
店、

0
町
村
合

併、

。
大
家
店
副
掛
川
悦
局
、

O
保
安
と

悩
祉
、

O
農
業
、

O
農
業
問
水
、

0

教
行
と
文
化
、

。
郷
L

し
の
人
物、

。

神
社
、

O
戦
没
缶
、
と
迫
鈷
す
る
内

中
什
そ
決
め
、
阪
い
梢
を
依
頼
し
ま
し
た
，

子
主
で
は
、
日
年
度
中
に
発
行
す

る
ニ
と
に
な

っ
て
お
リ
、
訂
作
サ
に
い

っ
た
ん
は
締
め
切
っ
た
も
の
の
、
集

ま
ら
な
い
原
稿

L
あ
り
、
ま
た
不
備

町内のさわやかさんを紹介します。

町内に住んでおられる方ならどなたで

もけっこうです。広報係に御一報をv

井い

ロ：
芙慶ピ
家

庄 子 二

18さ

さん

す
。
ま
た
、
新
た
な
研
究
テ
ー
マ
に

沿
勺
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま

す
ι

そ
し
て
、
病
院
で
は
、
大
学
の
診

療
に
決
し
て
劣
ら
な
い
珍
療
体
制
を

俗
伝
し
た

い
と
思
っ
て

い
ま
す

U

絶

対
に
可
能
で
す
」
と
や
る
気
い

っ
ぱ

い
と
い
・
7
感
じ
で
し
た
。

そ
し
て
、
持
に
う

っ
た
え
た
い

こ
と
を

訪
ね
る
と
、
「す
べ
て

の
こ
と
に
お
い
て
、

チ
ー
ム
プ
レ
ー
に
徹

野

す
る
ニ
と
を
断
っ
て

l

い
ま
す
」
と
の
こ
止
。

E

チ
ー
ム
ブ
レ

と
聞
い
て
、何

か
ス
ポ
ー
ツ
で

も
や

ゥ
て
お
ら
れ
る
か
伺
う
と
、

『
紋
近
は
時
間
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ゴ

ル
フ
を
や
り
ま
す
。
緑

が
多
く
、

一
時
的
に
も
悦
力
が

回
復
し
た
憾
な
以
持
ち
に
な
り

ま

す

そ

れ
と
、
野
球
観
戦
が

川
町
き
で
す
。
恒
人
フ
ァ
ン
で
、

新；臼病院院長
l bる

護

な
山
…
を
検
討
し
直
し
た
リ
と
大
変
で

し
た
。－

そ
う
し
た
中
で
、
昭
和
同
年
の

8

月
に
、
よ
う
や
く
に
し
て
．
除
稿
が
そ

ろ
う

た
も
の
の
、
編
集
委
員
は
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

会

μ
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ず、

制
集
作
業
が
遅
れ
は
月
に
入

っ

て
、
や

っ
と
印
刷
所
に
原
稿
を
渡
す

よ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ヘー
と
な
ゥ
て

比
る
と
、
こ
の
間
の
遅
れ
が
伐
念
で

な
リ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
嗣
犯
に
あ
た

ゥ
た
怠
た

む
に
と

勺
て
、
日
午
・
分
の
村
の
朕
山
k

を
訓
併
し
、
後
附
い
に
叫
せ
る
機
会
を

叫
ん
・
一
と
は
怯
…
上
の
岱
び
で
あ
リ
、

後
附
の
人
の
山
少
々
に
な
れ
ば
や
せ
と

忠
ゥ
て
い
ま
す
れ

ま
た
、
郷
土
誌
は
行
年
を
区
切
り

二
ず
る
と
、
資
料
が
散
迭
し
、
山
在

的
話
2
U
定
か
で
は
な
く
な
る
た
め
、

印
年
ふ
二

区
切
リ
と
し
て
編
さ
ん
す

る
こ
と
が
明
ま
し
く
、
今
後

L
m年

普通自動車の免許を／
合勤務先

制11IH f繁·~'f 'J'\ iJ氏 11·. 1ifr. （県収支j泊安全

協会的，件記）

＊趣味

行策・松11.IJj鍛tt

＊家族情成

1山lおl:u;，組父．組IJ$の6人家族

時
々
朝
ま
で
ビ
デ
オ
で
観
戦
し
て
い

ま
す
」
と
の
・
｝
と
。

さ
て
、
好
き
な
言
葉
を
尋
ね
る
と
、

「
自
然
（

Z
E
Z｝
と
い
う
言
葉
が
大

針
き
で
す
。
大
学
の
研
究
室
の
実
験

で
は
、

な
か
な
か
わ
お
目
に
か
か
れ
な

い
現
象
で
し
た
。」
と
の
こ
と
。

な
お
、
町
の
印
象
を
向
う
と
、
「古

い
町
並
み
が
印
象
的
で
す
。
ネ
オ
ン

が
あ
ま
り
無
い

の
も
良
い
で
す
ね
」

と
、
川
畑
如
刊
な
人
柄
を
し
の
ば
せ
る
発

言
で
し
た
。

r 

ご
と
に
編
さ
ん
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

な
お
、
大
家
庄
郷
土
誌
は

B
S判

2
5
0頁
で
、
千
部
の
限
定
出
版
と

い
た
し
ま
し
た
。
4
仰
望
さ
れ
る
方
に

は
、
実
費
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
。

』司
接
正
に
集
ま
っ
た
仲
間
定
ち

E
1
V
守

f
n
U

－
み
ん
な
の
広
渇
＠

‘・，・1・‘’“う・..・4司・・.‘， 

広
報
あ
さ
ひ
に
注
文

、.

ー
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
提
言

l

広
報
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
「
広

報
あ
さ
ひ
に
注
文
す
る
」
と
題
し
て

話
し
合
司
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
以

下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

－‘，.＿ 

－
折
り
込
み
は
少
な
く

広
報
あ
さ
ひ
の
中
に
、
「
み
ん
な
の

税
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
配
付
物
が
折

り
込
ま
れ
て
き
ま
す
が
、

と
も
す
る

と
広
報
の

H

お
し
ら
せ
か
わ
ら
版
e
さ

え
、
い

っ
し
ょ
に
外
し
て
し
ま
い
大

ノ

切
な
町
の
情
報
を
読
ま
な
い
こ
と
が
－

あ
リ
ま
す
。
折
り
込
み
は
で
き
る
だ

け
少
な
く
す
る
と
と
も
に
、

「
か
わ
ら

版
」
と
は
違
う
ペ
！
日ン
に
折
り
込
ん

．
で
は
し
い
。

司
－
強
会
だ
よ
り
の
内
容

広
報
の
中
で
掲
載
す
る

「
議
会
だ

よ
り
」
は
、
議
会
広
報
と
は
違
う
の

で、

議
員
さ
ん
の
生
の
声
を
掲
放
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、
か
と
い

っ
て
集
約
し
す
ぎ
る
と
、
議
員
さ
ん

の
発
言
要
旨
と
は
途
う
意
味
に
取
ら

れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、

掲
載
し
に

く
い
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
お
り
ま

す
が
、
も
う
少
し
内
容
を
豊
富
に
で

き
な

い
も
の
・で
し
ょ
う
か
。

－
工
事
か
所
の
掲
憶
を

工
事
を
ど
の
業
者
に
い
く
ら
で
発

注
し
、
工
期
は
い

つ
ま
で
だ
と
掲
載

で
き
な
い
も
の
で
す
か
。
そ
う
す
れ

ば
、
住
民
に
は
工
事
が
い

つ
か
ら
始

リ
、
交
通
事
情
が
ど
う
か
分
る
し
、

住
民
監
悦
に
も
な
リ
良
い

の
で
は
。

ますテこ
：する lの セ

。控マ 欄？
設 iまに な
的自あ た

な由 qの；
~；で人 、，e
見す の 」

を。ご 怠
待問f意日
つを 見 企ー
て良 i' τ 

泊，：＇：j校l碕業料を59年 3月に卒業。今

年の4J-Jから県東交通安全協会に。

多くのドライパーの)j々 と知り合え．

それどけ多くの）j々 に奉仕ができるか

らと思いこの仕事をj謹びました。現在

は．安令協会でlfil倣っている運転免許

証の記械がmの変史lrtl等． ドライパー

へのサービス業務を判当しています。

まだまだ新米なので．ただただ毎日

を夢中でj邑Jしていますが．早〈慣れて

ミスの少ないft4~をしたいと思ってい

ます。

今年はぜひ梓通i’ij)JJ.liの逆転免許証

を然必取りたいと思っています。また．

償溝正味：のや；を全脅IS読みたいと思いま

す。

思想の男性Ii.~· 卜．の方て＼ 包容カ

カfあり．たよれてれもしろい人カ九山、

な。得意な料理は．なべやきうどん．

コー ヒーゼリ ーなど。

－
み
ん
な
の
広
場
。
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昭
和
悶
年
度
の
町
社
協
予
算
と
事
業

朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
回
年
度

事
業
計
画
と
予
算
が
、
先
の
評
議
員
会

で
決
ま
リ
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
窓

比
や
拳
加
を
お
馴
い
し
な
が
ら
、
民
間

悩
祉
団
体
の
特
性
を
生
か
し
、

『
ふ
れ

あ
い

」
と
「
お
も
い
や
り
」
に
満
ち
た

明
る
い
悩
祉
の
町
づ
く
リ
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

調色犠ti私t’R
740千円

ボランティアセンター費
400千円

心配ごと相1英貴
200千円

続出会 223千円

緒支出会 354.：ト内
予備費 133千円

出：
: 7,601 
；千円

更生後i重貸
3,260千円

得祉専門
活動費

1,872千円

事

築

費

会 費
I 425千円

k 可

繍助金1 ": 
3,429千円 ： 

I、＇ •Jill 
共同募益配主＇－.！ l支

2,033千円 ； 
委託金卜＼ ： 

I ,365千円＼ ：人

繰入金A ': 
1,252千円'1

主

な

活

動

ー
、
福
祉
の
啓
発
と
調
査

。
広
報

「
ふ
く
し
の
窓
」
の
先
行

。
一
悩
社
ニ
ー
ズ
調
伐
と
慨
要
作
作
成

。
社
会
一
制
社
大
会

2
、
在
宅
福
祉
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

。
心
配
ご
と
相
談
所
の
開
設

。
世
帯
更
生
資
金
の
口
付

。
悩
祉
団
体
の
拍
動
指
助

。
一
州
社
ス
ポ
ー

ツ
大
会

。
悩
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
リ

。
札似
M
W
在
人
ラ

ン
チ
サ
ー
ビ
ス
会

一
日
虫
級
会

。増
刷
末
た
す
け
あ
い
運
動

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と川

動
指
助

3
、
善
意
銀
行
事
歯
車
の
充
実

。
符
怠
銀
行
の
前
川
促
進

。
制
社
町
停
令

。
地
波
浮
行
運
動
の
支
従

4
、
社
也
の
強
化
、
活
動
基
盤
の
整
備

。
地
域
悩
祉
計
耐
の
具
体
的
検
討

。
福
祉
関
係
者
の
研
修
活
動

日
年
度
事
業
計
画
・
表
彰
者
決
ま
る

？：、，v
／へ沼，シ..：，，

；－~ ｛~ 

朝
日
町
体
行
協
会
の
総
会
が

3
川
初

日
に
開
催
さ
れ
、
昭
和
問
年
度
の
事
業

銀
符
が
さ
れ
た
あ
と
、
日
年
度
の
事
業

計
州
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
席
上
、
体
育
協
会
の
表

似
式
が
行
わ
れ
、
多
年
・
に
成
っ
て
町
の

ス
ポ
ー
ツ
似
興
に
長
献
し
、
そ
の
功
制

が
制
紘円
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
お
名
の

打
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

－
昭
和
問
年
度
総
合
優
勝

毛主 二大 1憂

di Ii.大
1然i家
lベl.i:rt 
J也 J也 J也
｜ベ［；（医

月時勝勝

－
事

業

計

画

6 5 5 

1 20 11 

町
民
軟
式
底
球
大
会

制
間
野
球
大
会

町
民
市
球
大
会

町
民
パ

ド
ミ
ン
ト
・
J

大
会

町
民
一地
式
テ
ニ
ス
大
会

町
内
対
抗
ゾ
ワ
ト
大
会

r
l

’J
ド、，
V
』
い
前
p

’r、今、

m
m
l
b醐
y
’t
j
’

町
民
ソ

ワ
ト
ポ

l
H悼
大
会

u
p

－
M

少
年
ソ
ワ
ト
ボ

l
H州
大
会

o

qリ

2
1

ワ
w

6
・
口

7 7 

l:i .i 
11 

11 

伐
間
パ
レ

l
ボ

1

1
ν
l
v

、｝AL

1
1
J
J
J
 

町
民
駅
伝
ァ
ラ
ソ

ン
大
会

町
民
バ
レ
ー
ボ

l

’i
R

J
V
 

’l
弓

L

朝
日
町
体
育
協
会

11 

27 

ル
大
会

町
民
ビ

l
チ
パ
レ
！
大
会

町
民
柔
道
大
会

夜
間
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ト
入
会

町
民
ス
キ

l
大
会

町
民
パ
ス
ケ

ソ
ト
大
会

内

4

・qリ

3
・

ω

－
表
影
受
賞
者

0 
表

彰

状

R
M
園
内

m日ロ
M

県
民
ス
ポ

－
ふ
く
し
の
窓
⑪
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！•たたかい怠 ! 

朝日町綿銀行預託：

(3月II日－・月 10日）；

：・東草野生活学校さんより衣類 ； 
: 43点．カバン 2点 ！ 

：・新川借金泊支店預金係さんより ：

！ 古切手 1,298枚！

：・泊桑守即慧さんより 5,000円 ：

；．細野 山崎きよゑさんより拾得；

； 物練労金 80,000同 j

い・・・・・＋・・・・・・・ー・ー・－・・・・・・・・・・・・・4

ポ
ラ
ン
テ
イ
七
交
流
点
字
講
習
会
が
ス
タ
ー
ト

障

害

ぷ
作
者
者
の
社
会
参
加
を
H

そ
し
て

H
U
の．
2
T
自
由
な
方
に
も
情
報
を
”
と

の
A
H
E
H
集
で
、
点
以
議
開
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
の

A
山
中
川
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
符
さ

ん
十
数
名
と
、
視
覚
附
答
者
協
会
の
方

々
の
合
同
で
、
相
互
の
交
流
を
兼
ね
て

け
に

2
M聞
い
て
い
ま
す
。

十
日
…
千
の
初
渉
か
ら
点
剣
に
苧
ぷ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
そ
し
て
改
め
て
伐
術
向
上

を
め
ざ
す
障
害
者
の
符
さ
ん
で
、
楽
し

く
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
中
同

か
ら
対
凶
さ
れ
た
浜
川
地
江
さ
ん

（
却

山崎
｝
は
、
日
本
語
と
点
下
の
両
方
m
h
得

が
必
要
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
に
も
負
け
ず
、

と
て
も
明
る
く
、
向
分
で
点
字
を
打
ち
、

カ
タ
コ
ト
の
日
本
語
で
朗
読
に
励
ま
れ

る
姿
に
、
参
加
者

一
同
は
感
激
と
点
訳

性 J1r'f 

（

段

）

（紘
一

川

）

｛．h
開
店
）

房、谷悶

持

人製 J命

O
感

謝

状

川

中

判

雄

大

菅

千

之

臼

本

喜

一

鍛

治

忠

夫

肘

波

久

一

樹

総

俊

雄

広

敬

二

制

附

一
郎

h

M

f

H

ぬ

（山

一一
帆

｝

｛

H

）
 

（

H

）
 

（泊
二
氏
）

｛泊
三
区
）

｛

H

）
 

出

，， 
” 

，， 

ー
ツ
大
学
を
開
催

ソ
フ

ト
世
界
選
手
権
大
会
監
督
来
町

l

県
民
ス
・ホ

l
ツ
ト
入
学
は
、
広
く
県
民

に
ス
ポ
ー
ツ
に
縦
し
む
機
会
を
悦
供
し
、

，
け
ら
実
践
す
る
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
呼
人
と

継
続
的
な
活
動
を
促
進
さ
せ
、
生
．川
町
ス

ポ
ー
ツ
の
飛
躍
的
錐
進
を
凶
る
た
め
に

間
川
附
さ
れ
て
い
ま
す

－
i
似‘． 

’l
J
i
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μHH 

出
山
県
殺
行
在
日
川
公

問
削
批
判
中
1
市
町
村
み
れ
行
会
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l
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ソ
ワ
ト
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ー
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附
界
選
子
協

大
会
杭
針
一
卜
川
河
川
也
氏

一一一一一）ー）一一寸
。組＠包

品川
動
の
必
要
性
を
．山
門
誌
織
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
テ
｜
ブ
鈷
斤
に
よ
る

J
刊

の
便
り
‘
な
ど
も
取
り
入
れ
れ
川
が
・
打
点

仰
を
続
け
る
ニ
と
に
な

ソ
て
い
ま
す

’11時tlj止符 勝匹：iぬ.7.':i 1I1イi，＇｛ 館 I河 本

｜刈 村

止に敏 1E 11・: 

lょ.illiol 

｛
的
；

a
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F

．，
打
開
山
｝

｛

H
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壮
年
と
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行
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中

込

則

川

間

ぷ

l
週
間
的

『
5
川

刊
日

）
ま
で

い
人
一
J
k
h

、
%．． l
t
H
字
下
H
－
－
J

、

1

・J
J

川

υ
t
i
a？
・

・”
剥
し
，

L

て
は
、

判

N
削
れ
行
香
川
九五

宮
山

1

1
1
0
4
｝
ぬ
び
総
へ
H

体
行
航

－
古
川

l

l
u
n
H
J
u
n
－に
問
ヘ
H

什
・
て
く
だ
さ

い

県体育関係ギ業：（ 5月）

。12日（土）～13日（日）

県民スポーツ大学”健康体操”

( 12口大沢野町.13日福野町）

。15日（火）～18l:i （金）

野外活動指海省研修会

｛愛知県）

<' 18日 （金）～198 （土）

女性スポーツ活動指持者研修
t』

。22LI （火） ～241:1 （木）

肝外出動指i持者擁門会

（大山田f)

。26日 （J・.）～27円 （口）

V!H（スポーツ大’下 ”ソフトボ

ール” (26 u初Jll町. 27 H大 j

竺L一一一一J

． 
み
ん
怠
の
ス
ポ
ー
ツ
⑪ ...点駅の揖習且.

｛民
E
I
V
守

／

噌

l
－柱会福祉協鴎会は皆さんと共に旭繊の福祉向主をめざす民間福祉団体です。・1人 1スポーツを



3月118-4月10臼

多額のご寄附をどうもあ

りがとうごさ’いました。

一関一
一一紘
一病
院
一
か
ゆ

一一

新
院
長
に
中
野
護
氏

、，~.... 

長
年
泊
病
院
の
院
長
、
副
院
長
、
眼
科
医
と
し
て

貢
献
さ
れ
た
、
柳
沢
院
長
、
川
上
副
院
長
、
川
上
（
寄
）

先
生
が
勇
退
さ
れ
、
そ
の
後
任
と
し
て
中
野
院
長
を

は
じ
め
新
た
な
先
生
方
を
迎
え
ま
し
た
。

泊
病
院
で

は
、
こ
の
人
事
刷
新
に
会
わ
せ
最
新
鋭
医
療
器
機
を

導
入
し
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
柳
沢
先

生
に
は
、
引
き
続
き
名
営
院
長
と
し
て
毎
週
金
曜
日

の
内
科
外
来
診
療
を
、
川
上
十
一
先
生
に
は
産
婦
人

科
を
但
当
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

.”’ー…

院

長

中

野

謹

向

昭
和
必
年
新
潟
大
学
医
学
部
卒
業
。
新
潟
大

崎

学
医
学
部
助
手
等
を
経
て
昭
和
臼
年
か
ら
富
山

一

医
科
薬
科
大
学
講
師
。
専
門
は
消
化
器
。
東
京

間

都
出
身
、
医
学
時
士
。

f
fspj
’

副
院
長
兼
眼
科
医
長

新
任
医
師
の
略
歴

t, 

窪
田
親
子

0 J召保のJIIi車紅滞店代表川

iffilそ吾さんより ．朝日町

町制施行30周年記念事業

にと 100万円の寄附があ

りました。

0泊の品開利勝さんより朝

日中学校にモニューマン台

座の寄附がありました。

0 i宣下の平野幸太郎さんよ

り図書10万円相当の寄附

がありました。

診療科別一般外来診療日程

~ 
月 火 水 木 金 土

午午 午午午午 午午 午午 午午
前後前後 前後 前後 前後 前後

内 H 。。。。。。。。。。。
小児科。。。。。。。。。。。
外 4ヰ。。。。。。。。。。
!1形外科。。。。。。
ttfl 十ヰ。。。。。。。。
産婦人科。。。
泌尿器科 。
皮 膚 科 。。 。

昭
和
泊
年
千
葉
大
学
医
学
部
卒
業
。
同
立
千

葉
病
院
眼
科
医
長
、
西
ド
イ
ツ
ギ
｜
セ
ン
大
学

助
手
、
川
崎
製
鉄
千
業
病
院
版
科
部
長
等
を
経

て
昭
和
日
年
富
山
医
科
薬
科
大
学
講
師
に
。
神

奈
川
県
出
身
、
医
学
博
士
。

内
科
医
長
赤
川
直
次

昭
和
嶋
年
信
州
大
学
医
学
部
卒
業
。
虎
の
門

病
院
勤
務
、
信
州
大
学
講
師
等
を
経
て
昭
和
計

年
に
富
山
医
科
薬
科
大
学
第
一
内
科
外
来
医
長

に
。
専
門
は
呼
吸
総
。
朝
日
町
山
崎
出
身
、
医

学
博
士。

内
科
副
医
長

l 

昭
和
臼
年
金
沢
医
科
大
学
卒
業
。
岐
阜

県
神
岡
町
立
病
院
、
済
生
会
高
山
病
院
で
勤
務
。

専
門
は
循
環
器
。
婦
負
郡
八
尾
町
出
身
。

小

児

科

医

長

稲

場

進

昭
和
町
年
順
天
堂
大
学
医
学
部
卒
業
。
新
潟

県
立
吉
田
病
院
等
を
経
て
、
昭
和
問
年
富
山
医

科
薬
科
大
学
助
手
に
。
魚
津
市
出
身
。

外

科

劃

医

長

白

崎

功

昭
和
町
年
富
山
医
科
薬
科
大
学
卒
業
。
富
山

県
立
中
央
病
院
、
福
井
県
三
国
町
立
病
院
で
勤

務
。
小
矢
部
市
出
身

同
幽
骨
一知
一四
川
町

、品岨

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
美
化
奉
仕

朝
日
町
連
合
青
年
団
で
は
、
社
会
活
動
の
一
環
と

し
て
、
来
た
る
5
月
日
日
、
宮
崎
海
岸
一
帯
の
清
掃

室際相

問 秘は．サラリ ーマンの奏ですカヘ会社

に 5年間勤務し．結婚と同時に退臓， 10

年間国民年金に加入しないでいたのですが．

人に進められて19年間， 国民年金保険料を納

付したのですが．厚生年金 5年，国民年金19

年とあわせて24年しかなく最低25.'<f・を満たし

ておらず．保険料は掛け捨てになるのでしょ

7か。
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藤
沢
貞
志

t
s
 

’
も
寓
bra

－4

活
動
を
行
い
ま
す
。
自
然
へ
の
思
い
や

リ
と
愛
情
を
育
て
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
交
流
し
、
仲

間
意
識
を
深
め
た
い
と
与
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
連
管
事
務
局
へ
（
宮
田
’

1
5
6
0
1
 

ル守

集

会

準
備
口
山

5
月
日
日
（
臼
）
午
前

7
時
却
分
1

宮
崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

軍
手
、
弁
当

日

圏
一
郵
便
一一河
川
均
一

重
度
の
身
体
障
害
者
（
一

、
ニ
級
）
の
方
に

H

青

い
島
は
が
き
。
を
差
し
上
げ
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
手
帳
を
持
参
し
て
、
郵
便
局

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
代
理
の
方
で
も
可
。

O
期
間

4
月
初
日

i
6
月

1
日
ま
で

O
枚
数

一
人
初
枚
ま
で
。

サラリーマング〉姿ということですから

任意加入となります。

左図てコ任意加入を

しなかった期間を生か

した通算老齢支給例を

説明しますと，任意加

入しなかった則間 （カ

ラ期間）の10年を加えると通算老齢年金受給

に必要な25年の期間を満たし．厚生年金から

5~手分， 国民年金から 1'9年分の年金ヵ、受けら

れます。

ただし，カラ期間は受給資絡期間に算入さ

れますが．年金額の計算対象にはなりません。

会お．昭和36年 4月以降の期間に限ります。

計算方法は，先月号⑬を参照してください。

19年

厚

生

年

金

｛保
険
料
納
付
）

国

民

年

金

（任
意
加
入
せ
ず
）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
魯

答

5f手 IOf草

なお．数急患者については随時診療 します。

湿
の
献
血

5
7
2
 

＠ 

ー
協
力
者
名
3
月
実
施
分
｜

境

地

区

水
品
明
香
、
水
島
永
人

宮
崎
地
区

嘉
義
久
美
子

笹
川
地
区

折
谷
信
祐
、
小
林
陪
ニ

泊

一

区

飛
悌
治
安
、
居
波
映
子

泊

二

区

田
沢
和
夫
、
草
野
伸
幸
、
山
崎
幾
代
、
高
桜
さ
み
校
、

東
崎
忠
、
脇
山
哲
郎
、
下
沢
愉
美
子
、
米
国
芳
男
、
竹
内
秀
卒
、

米
間
正
克
、
村
上
泉
、
松
原
志
好
、
寺
田
拳
雄

泊

三

区

大
村
和
義
、
大
村
浩

一
、
西
島
哲
明
、
稲
村
幸
子

五
箇
庄
地
区

小
川
苧
季
、
回
中
伸
司
、
金
沢
消
、

横
図
慎

一
郎

南
保
地
区

長
崎
孟

山
崎
地
区

秋
山
正
美
、

江
端
孝
雄
、
野
図
サ
ク
子
、
谷
智
恵
子
、

花
房
清
孝
、
名
古
屋
岳
弘
、
永
口
久
代

大
家
圧
地
区

大
野
寿
嗣
、
西
田
正
憲
、
磯
田
好
子
、
東
英
徳
、
演

川
敏
子
、
清
水
情
、
広
川
直
樹
、

吉
田
伸
、
沢
田
久
子
、
水
野
誠

（
“
名
）

最
近
の
子
供
た
ち

ー
生
活
習
慣
実
態
調
査
か
ら
｜

最
近
、
町
の
小
中
学
校
で

「
だ
る
い
」
「
疲
れ
る
」

「気
持
ち
が
悪
い
」

「
め
ま
い
が
す
る
」
と
訴
え
て
保

健
室
を
訪
れ
る
子
供
が
愉
唱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ

の
原
因
を
調
べ
る
た
め
、
小
学
校
4
年
か
ら
中
学
校
3

年
ま
で
の
児
・
輩
、
生
徒
を
対
象
に
『
基
本
的
生
活
習
慣

調
査
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

6
年
生
の
も
の
を
抜
す

い
し
て
み
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
朝
顔
を
洗
わ
な
い
こ
と
の
あ
る
子
が
日
・

7rも

あ
り
、
洗
わ
な
い
理
由
と
し
て
、
入
浴
中
に
洗
う
か
ら
朝
洗
わ
な
く
て

も
よ
い
と
考
え
て
い
る
子
が
い
ま
す
。

歯
み
が
き
で
は
、
朝
又
は
夜
l
回
の
子
が
半
数
以
上
で
す
。
む
し

歯
予
防
の
面
か
ら
朝
、
夜
の
2
聞
は
磨
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
朝
食
を
毎
日
食
べ
な
い
、
時
々
食
べ
な
い
を
合
せ
る
と

u

r。
食
べ
な
い
理
由
と
し
て

B

食
べ
た
く
な
い

」
「
準
備
を
し
て
な

い
」
な
ど
で
、
朗
械
の
怠
慢
も
あ
る
よ
う
で
す
。

朝
気
持
よ
く
起
き
ら
れ
る
子
は
、わ
ず
か
に
日
・

7
打
。
時
々
つ
ら

い
、
い
つ
も
つ
ら
い
が
大
半
で
す
。
一

時
間
自
の
授
業
で
す
っ
き
り

し
て
い
る
が
半
数
し
か
な
く
、
残
り
は
あ
く
び
が
出
る
、
だ
る
い
、

ぽ
う
っ
と
し
て
い
る
で
す
。

学
校
を
休
み
た
い
と
思
う
者
mw
打。

休
み
た
い
理
由
は
、
だ
る
い
、

疲
れ
る
、
な
ん
と
な
く
。

そ
の
他
、
就
寝
時
間
、
起
床
時
間
に
も
問
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
生
活
習
慣
の
乱
れ
が
続
け
ば
、
自
律
神
経
失
調
症
、

貧
血
、
骨
折
、
肥
満
、
む
し
働
と
す
べ
て
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

子
供
た
ち
が
、

健
康
で
生
き
生
き
し
た
毎
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
、

子
供
た
ち
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
・

1
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～
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5月のけんこう
muヲないこと l
lあり 15.7%1

1週1回
lι% 

l週HID
5.8% 

晩だIt
11.6% 

l遇2～a回 636% 

朝だ［1 46 3% 

l遇に 2～4団 818% 

食べる 86 8% 

84.3% 毎納波う

42 1% 

H包ll ~に
50% 

29.8% 

’月タみがく

髪I9ij9~ ~；l;J( i ;!t：、

毎日

食｜

時間L~n

き

i谷

カf

。3
み

朝

i洗

歯

入

朝

10: 01～i 1 00 45 5% 

いつもつらい
25 6% 

fごるL、tl-?!:Lτ
12 d96 いる 6~拡

｜ 懇わUいお 1% I 
｛朝日町生活情慣実態調受から．小学校六年）

あくびがでる
28 1°0 

偽々 つらい 58 7% 

9 : 01～10・00 48 8% 

6 : 31～7 . 00 
42 2% 

54 5% 

52.9% 

時々 恵、う

すっきリしている

起床時間三~－006 よ1. s-J : 30 

起きられる
15 7% 

学較 口三汀
休みたいと 恒竺~ I

朝気持よく
起きられるか

l時間自の
授業

就寝

＠ 
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4月12日
みニしの火渡り 白

i新しい社会教育委員に ；j
： 朝日町教育委員会では 新たに： j
；社会教育委員として．次の方々に； ；

；；委嘱しました。

野田論朝日中学校長 i ! 
仙名和彦 朝日町連合背年団長 if 
柳沢珠子朝日町齢婦人会長： j

e

’
h

”、S
0

・h‘急s
s

・－碕d
迫，，
a
a

．，．m
，mv
‘，．、、
a

－2・2ιR
－a
，a，，，se，‘6
・Eもesnag
－－z
－－S軍
曹

、
｜合同の同紙｜

入学して 2週間．
A 
寸。

泊小学校では． 4月19日に

「l年生を迎える会J を催し

ました。

この会は．児童会の 2年 ・

3年生が中心になって．歌や

踊りを通じて． 1年生も学校

のふんい気に慣れてもらおう

と聞いたもの。 「子犬のマー

チJ や「 もしもたぬきが世界

にいたら」 「手をたた急まし

ょう」などの歌をみんなで飲

いました。

その後．普段どおりの授業

がありましたので，教室をの

ぞいて見ると．絵を見て物語

りを作る「こくご」の授業で

子供たちは．元気いっぱL、に

手を上げたリ．自分の作った

文章を読みあげていました。

1年生は

この日夜．南保商品神社で．県内で

も珍しい火j度り神輿（みこし）の神事

がありました。

これは．明治35・36年ごろ．コレラ

の大流行の年に悪病退散を祈願して始 ゐ

められ．約80年の歴史があります。

午後 l時にスター トしたみこしは．

60戸の集孫の中を繰り岡 I）•午後 9 時

過ぎ．参道の両わきに置かれたワラ束

のたいまつに火を付け．その中をゆっ

くりと神村鳥居前の広場へ。そして．

燃えさかるワラ束の山を rヤーツ」と

掛け声とともに． 一気に火の中を駆け

炊け. ！兎内に入りました。

・・
4

‘，
ー・，
a

．、，a
．a岨z
－ag
曹司・宅－v
e
－－‘，，．
Ba
－－aha
－司る

加藤八郎さ

んが4月1日

付けで＼行政

管理庁長宵か

ら．当町拘当

の行政相談委

員に委嘱されました。行政相談委

員は．役所や公社の仕事に対する

苦情や相談に応じるものです。

加藤八郎さん行政相談員に

kJ仰，
し

・～1同
引

『
」

三
副－一・

み

EA

む進を申の火るかさえ燃企

宏 （,Ji; JI I ) 

男 （ II ) 

美 （松涛町）

3月6日
野々村仁清の供餐塔兜成

ー．
_._. ( 」ー－＂－・ s ・ n~判官－ ig: .. 'Pl与え古川辛子r

...開眼供聾式のようす

不動堂の百河豚 （~、 つ よく）美術館

に．色絵京焼の陶工. ti'’々村仁消の供

養塔がたち．問自民式が行われました。

供養塔は，みかげ石で高さ 3~ －；；.重

さ6にとりっぱなもので，同館の庭閤

池の中ノ島に置かれている大ガメの背

の上に建立されました。

式は.JO時50分から関係者約40名が

参列し i司館理事長の背柳政二氏作詞

作曲の 「｛；：消供養讃歌J の流れるなか

しめやかに行われました。

3月30日
出漁航海安全祈願

町IB漁組合では．この臼午後 lII与30

分から，i(I脇千八備はにおいて. Ill 漁

航海安全祈願祭を行L、ました。

こtUJ,4 Flになると．遠洋漁業者

が出漁されるため. 11~王手今ごろに実地

しているものです。

なお席上．県出漁組fr迎合会長から

遠洋漁業に功績のあ った次の方々が表

彰されました。

。佐 iJ宣行

。ft if主；足

。松原 i支

0稲作1愛知iの管理校体j

0農家における家族問題

（自由に受講できます。なお．詳細

なことについては．役場農林水産諜に

問いあわせてくださ い。）

3月30日
宮崎でロケ開始

山崎を鈴f；にした映刷「桁ちた三子JIP
しヰiJ の成功を祈って．主演の田村尚

1よさん． 長山監子さんをは じめ．キャ

ス卜 ．製｛乍スタ 〆フ約40名カヘ I也Iじの

鹿，l;h神社に勢ぞろい．参f干しました。

この日は．この成功祈願のあと.m
;i与がスター 卜し．組不知海岸などのJ!ti.¥,

訴をmゥたはか．線不知の理髭店で．

長山さんらが山泌するシーンを槻；；らし

ました。

I吹幽は．漁業の町を妹f；とした 「符

厳死J を テーマとしたもので． 主 i~lの

I日村さんは 「勝間を抱えた人：変なドラ

マです。見た目には．けっし て楽しい

ものではありませんが．はる人の心に

染み入る作品にした~＇ J と J包負を掛っ

ておらttました。

( it-J七

中型H~r義）

農業選.

l・H体の日I)

－転（判長良!tl・l"J

山崎新生産車ll{i'（代表

集落営農選賞

！忠治の古I＼，保安IIaド＇i'l
幼生産経l{j' （代表

・＂＇・..，.，・・・・，，ぎ宥
む§ぐるみ厳重贋織 ii大会
朱作司l!A・属繍遭宵・観司E倉庫軍事lW王E

銀
修
の
成
切
を
祈
願
す
る

田
村
宮
崎
広
さ
ん
、
畏
山
藍
子
さ
ん

3月28日
朝日町農業大学を開催

この l::l，朝日間fq.1央農協 21；背ホール

によハ、て."i.JI LI町j農業大ザ：が聞かれま

した。これはfi自作づ くり の最大のは際

であ る ）j.~4；技術の倣成を l刈るな どム夕刊

を？｛〈稲づ くりを進める とと もに．一

舵生IIJ裁をも含めて｛｜引与するため．制 1:1

lllff,~ ~似~~促進協議会がえi'.fii：している

ものです。今凶は農業生産にぷ欲的な

農家の万々 l10名.f'1U皇：の参:tmを得ました。

〈今後の日収〉

部2岨I 5月29ti().:) 

0稲作生育11ii半期の管理ポイ ント

0統計から凡だμ山の食~h吊

第 3ty] 6月27LI （水）

。稲作中tuJのfi'.f!IHH市1

0 I也I或でグ）,; ＇れあい

~4 凶 7 H卜11)

...表・5された方々

3月23日
優良農難生産者表彰

昭和58年度富山県 「米作改良 j~ ’H J

「農業選’tlJr！長治・：:i.・農j主計・」のJはりに

が 3Ji 23 ll. むらぐる農業推進大会の

席上．出山以股協会館 81；皆大ホールに

おいて行われました。

これは．県ならびに県米作改良.f.］＇；店

本ffj）.以農林漁業ih·~興会がりii：して い

るもので．終業’，＿，，rに後れた’）：納を挙

lfている11占l人以ひ卜l'lf本をi1H＼し努力を

たたえるもので、朝日間Iからは.fl占i人

の宮口で2人． l・l1Wの行［）では 41・1・1f1'の ）'j

々が’:l:tlさiLました内

米作改良選賞

fl古｜人の汚｜；

・米っ くり｛長良’Li主計

iuf村山継 (I j山）

・ 1：づ くり優良生産~・

1il詞 1i:~..t ( 111 半 ）

1・fHふの白｜；

・米w改良1愛i誕生産l付iふ
，＿.山新生政組合（代表 I川1：：；義秋）

！；づく りi愛良’Li輩凶｛本

山崎地区生1W剥l{i'長会

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠

‘・..........

お

け

れ

に

ぷ

川
雄
秀
樹
一
長
女
川
子
．
来

新

聞

均

長

男

総

広
川
正
H
記
長
男

一

男

商
品
雅
樹
一
長
男
伴
大

中
川
伸
之
ド
し
k
k
m
依

ヂ

mw州
問

ド

K
K
明

チ

怖

山
弘
文
長
川
N

大

輔

大
仏
消
社
長
剛
山
花
則

河
村
判
明

二
川

口

山

田

組

長

女

爪

美

前
江
敏
則

一一
久
美
一
山
紀

北
山
憲
治

二
男

宇

治

水

軒

れ

一一一
女

綾

f

佐

繰

実

長

男

大

東

下

町

中
三
浦
町

本

町
向

陽

町

細辻鮮.1五月平上中 i脊
岩 哩道道 水

野崎谷野山 区下下町

多重詰趨~－

お
し
あ

わ
せ
に

O
符

0 0 0 
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感
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れ
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ど
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